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VDSLタイプの機材構成

注:略語説明 TBIS(TourismandBusinesslnformationSystem),UPS(無停電電源装置),DSL(DigitalSubscriberLine),MDF(MainDistributingFrame)

lDF(lntermediateDistributionFrame).DSLAM(DigitalSubscriberLineAccessMultiplexer),PMS(ProcessMonitorSystem)

VDSL(VeryH唱hBit-RateDigitalSubscriberLine)

ユピキタスプラットフォームにおけるホテル客室への展開

ユビキタスプラットフォームにより,高速インターネットを通してブロードバンドを用いたホテル客室への情報サービスが提供される｡

近年,ホテル業界は,ユビキタスな情報社会へと変

ぽうしつつある中で,いつでも,どこでも,簡便･安全

に情報にアクセスできる環境を求めている｡すでに,

ホテル内でインターネットに接続し,さまざまなサービス

を提供しようという動きも出てきている｡

その一つが,株式会社ルーネットが開発したインター

ネット接続サービス"T別S(Tourism and Business

lnねrmationSystem)''鞍1)である｡これは,ホテル内に

コンテンツ･課金･データベースのサーバを設置し,客

欝
はじめに

株式会社ルーネットが開発したホテル客室用インターネット

接続サービス"TBIS(Tourism and BusinessInformation

室内のパソコンをuNやVDSLで接続したネットワーク

を介してビデオオンデマンドなどのサービスを宿泊客

に提供するものである｡

株式会社ルーネットのTBISソリューションと日立製

作所のハードウェアプラットフォーム(客室内のテレビ･

パソコン兼用モニダやr山SView''やミニタワー形パソ

コン"FLORA330”)を組み合せることにより,パソコン

でインターネットを自由に利用する環境を,ホテル経営

者や宿泊客に提供することができる｡

System)”は,宿泊者が客室内でパソコンを利用し,電話回線

を介してVDSL(Very High Bit-Rate DigitalSubscriber

Iine)に接続することにより,エンタテインメントなどを含む総合

※1)TBISは,株式会社ルーネットの登録商標である｡
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的なサービスを受けることができるシステムである｡

TI∃ISでは,ホテルの内線電話を利用し,最大10Mビット/s

の通信が可能なDSL(ディジタル加入者線)のネットワークを構

築する｡客室にはパソコンを設置し,映画や動画付き音楽な

どのエンタテインメント系コンテンツをビデオオンデマンドで配

信する｡また,高速インターネットを客室から無料で使用できる

ようにしたほか,館内案内やレストラン予約などの総合的な

サービスを可能にした｡

ここでは,ホテル客室用インターネット接続サービス"TBIS''

について述べる｡

腰
ホテル客室でのインターネットサービス

2.1現 状

わが国には現在,ビジネスホテルヤシティホテルなどさまざま

な形態のホテルが約8千軒(62万室)ある｡この巾で,インター

ネットへの接続設備を持つホテルは10%程度であり,モデム

接続用の電話回線を設置したものから,ホテル館内ネットワー

クに接続できるコネクタを用意しているものまで形態はさまざま

である｡

ホテルのパンフレットに｢インターネット接続可能+と記載され

ている場合,通常はノート型パソコンの持ち込み利用ができる｡

しかし,接続に伴う設定が煩雑であったり,利用料金が別途

必要なことから,その利用率は2～3%程度であり,現実には

携帯電話(PHS)などによって通信基盤を確保し,利用者各

自で対処していた｡

2,2 課 題

榊張者にとってパソコンの利札特にインターネットの利用

は,ビジネス拠点となるホテルでは不可欠である｡メールの送

受信など必要最低限の情報を得るには十分であったが,イン

ターネットを利用するには通話料金や通信速度に課題が

あった｡

ホテル側では,客室には外線に接続できる設備を設けては

いるものの,ホテルから外部への接続回線数は客室数の

10%程度であり,この回線をインターネット接続で長時間独占

されることが課題となっていた｡

TBISによるソリューション

TBISでは,上述した課題を,電話回線を用いた高速イン

ターネットなどを利用することによって解決した｡

3.1 ホテル側へのソリューション

TBISでは,ホテル側へのソリューションとして,システム保

守(遠隔),ヘルプデスクサービス(24時間365日)を一括して

提供している｡このため,ホテル側は,専門的な知識を必要

とすることなく運用することができる｡

3.2 客室へのソリューション

客室内に設置したパソコンにはWindows☆2)のOS

(OperatingSystem)を組み込んでおり,MicrosoftExcel※3)

やMicrosoft Word令3)を使うオフィス業務のほか,ホテル情報

(レストランの予約･空席状況,周辺マップを3か国語で提供)

や,エンタテインメント(映画,ゲームなど)を利用することがで

きる｡さらに,インターネットの利用を可能にすることで,宿泊

者に高度なサービスを提供している(図1参照)｡

※2)Windowsは,米国およびその他の国における米国Microsoft

Corpの登録商標である｡

※3)Microsoft ExcelおよびMicrosoft Wordは,米国Microsoft

Corp.の商品名称である｡
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図1各種サービスの画面例
各種サービスの画面(ホテルサー

ビス.周辺マップ,映画,ゲームな

ど)は,総合サービス画面とリンクし

ている｡
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宿泊客は,滞在中に客室パソコンへのソフトウェアの組込

みや個人ファイルの作成,オリジナルなプログラムの設定もで

き,自分のパソコンと同じように使うことができる｡また,持込

みのパソコンをインターネットに接続するためのコネクタを机上

に設置することにより,プラグアンドプレイにも対応することが

できる｡

3.3 安全性

各客室間では,Ⅴ-LAN(VirtualLAN)によってセキュリ

ティを確保している｡ホテルのフロントシステムとゲートウェイパ

ソコンを介して連動しており,チェックイン情報を受け,パソコ

ンのHDD(Hard Disc Drive)を自動的に初期化(タイミング

は管理サーバの設定で自在に可能)し,起動することから,

データや環境設定を常に初期設定の状態に保っている｡これ

により,データの消し忘れで他人に見られることを防ぎ,個人

のセキュリティも確保している｡

感
TBISサービスの特徴

ホテル独自の客室へのコンテンツ配信サービスも,すべて

ウェブでできるようにした｡その結果,ホテルのポータルサイト

ができたのと同じ効果が現れ,タイムリーな対応が可能となっ

た｡そのため,従来はフロントに問い合わせていた事柄を,栢

カl

図2ホテルのメインサービス画面例

3か国語の総合サービス画面から各サービスにリンクすることができる｡

図3ウエルカム画面

客室に入るとパソコンが自動的に起動され.この画面が表示される｡

泊客自身がパソコン画面で確認できるようになった｡また画面

は,日本語のほか,英語と韓国語の3か国語に対応している

(図2参照)｡このサービスにより,ホテルは運用の効率化と,

威客へのサービス向上を図ることができる｡

4.1 ウエルカム画面とホテル独自のコンテンツ

フロントシステムからのチェックイン情報によって客室のパソ

コンが起動され,ホテル独自のウェルカム(歓迎)画面と音楽

が宿泊客を迎える(図3参照)｡

コンテンツは,ホテルのインフォメーションとしてこれまで各室

に備え付けてあった仁l掘り物の情報を電子化したものである｡

ほかに,フロントとコンシェルジェデスクに備えてあったホテル

周辺の地図や店舗情報,電車･バスの路線図･時刻表など,

宿泊者が翌日の予定を立てるうえで必要な情報や,出張先

で役に立つブックマーク(しおり)的な｢ビジネスマンのページ+

や｢便利帳+を用意している｡

4.2 エンタテインメントのコンテンツ

エンタテインメントコンテンツとして,VOD(Video on

Demand)を利川した映耐コンテンツやオンラインゲームを用意

している(図4参照)｡これら有料コンテンツの視聴に対▲しては

部屋ごとに課金を行い,チェックアウト時に他の料金とともに精

算する｡これらのコンテンツを見るには,パソコン上で実際の

プレーヤを使ったVODを利用するので,早送りや一時停止が

可能である｡このシステムは,ディジタルデータをディジタル同

線を介してディジタルのまま客室に提供(動画配信)する,わ

が国で初めてのVODシステムである｡

霧
TBISサービスによるビジネス展開

5.1 ホテル内へのバーチャルショップの開設

ホテルのルームサービスやホテルショップでは,時間帯やコ

L+在評細D2■11ら37
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ストの面から,フルタイムのサービスが難しい｡これには,バー

チャルショップによる,外部のデノバリーサービスや宅配などに

よって宿泊客の要求に対応することができる｡

5.2 周辺マップでの商店とのかかわり方

ホテル周辺マップ内の飲食店などとの協業関係を持つこと

で,これら店舗の協力による割引クーポン券の発行や,ホテ

ルの紹介による利用者割引などにより,宿泊者に特典を与え

ることができる｡

5.3 新たなソリューションの開発

"TBIS''では,ICカードを使った個人認証システムを新たに

付加した｡認証によって個人別に情報を提供し,プリペイド機

能(電子マネー)ヤクレジット機能を付加することにより,フロン

トでの精算を必要としない｢ルームチェックアウト機能+を可能

にし,フロント業務の効率化を図ることができる｡

また,フロント付近に大型タッチパネルPDP(プラズマディス

プレイパネル)を設置して｢本日の宴会案内･会議案内+のよ
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図4エンタテインメント

系の画面例

視聴した有料コンテンツの

料金は.チェックアウト時にフロ

ントで精算される｡

うな表示をする,キオスク端末としての機能により,宿泊客だ

けでなくその他の来訪者などに,｢ホテルの広告塔+としての

サービスが図れる｡

おわりに

ここでは,ホテル客室用インターネット接続サービス"TBIS”

について述べた｡

TBISの導入により,ホテル宿泊客にとっては便利であり,

また,ホテル経営者にとっては業務効率向上と集客力アップ

などが図れる,インターネットサービスを実現することができる｡

株式会社ルーネットと日立製作所は,今後も協力して,ユー

ザーにこたえる情報サービスを提供していく考えである｡
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